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すい駅にれも
第
８
回
あ
び
こ
国
際
交
流
ま
つ
り

皿
月
丞
日
（
日
）
午
前
、
時
鋤
分
か
ら
午
後
４
時

I

我
孫
子
市
国
際
交
流
協
会
（
Ａ

Ｉ
Ｒ
Ａ
）
で
は
ｎ
月
墾
日
（
日
）
、

毎
年
恒
例
の
あ
び
こ
国
際
交
流
ま

つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

午
前
は
、
あ
び
こ
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
プ
ラ
ザ
ー
階
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト

で
踊
り
や
太
鼓
の
演
奏
な
ど
を
披

露
し
ま
す
。

午
後
は
市
民
プ
ラ
ザ
で
、
外
国

人
に
よ
る
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
や
ゲ

ー
ム
な
ど
を
交
え
た
楽
し
い
交
流

パ
ー
テ
ィ
ー
。
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展
示
や
体
験
の
コ
ー
ナ
ー
は

ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
和
室
等
で
終
日

行
っ
て
い
ま
す
。

身
近
に
外
国
の
人
と
話
し
た

り
、
異
文
化
と
ふ
れ
あ
う
機
会

で
す
。
皆
さ
ん
で
ぜ
ひ
、
ご
参

加
く
だ
き
い
。

マ
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
参
加
費

５
０
０
円
（
小
学
生
以
上
）

▽
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
国

際
交
流
協
会
事
務
局
（
市
民
プ

ラ
ザ
内
）
冥
記
）
１
２
３
１

信

一 一一

第圖回あ織層圓際交流まつり(入場無料）

市
で
は
、
高
齢
者
や
身
体
に
障
害
を
持
つ
方
を
は
じ
め
、

だ
れ
も
が
安
全
で
快
適
に
駅
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
「
人
に

や
さ
し
い
駅
」
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
そ
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

私
た
ち
の
生
活
の
中
で
、
鉄
道
が
約
３
万
人
と
市
内
で
最
も
多
い

は
重
要
な
交
通
手
段
で
す
。
し
か
駅
で
す
。
改
札
内
の
ホ
ー
ム
へ
の

し
、
駅
の
ホ
ー
ム
に
た
ど
り
着
く
階
段
に
は
、
す
で
に
エ
ス
カ
レ
ー

ま
で
は
、
階
段
の
昇
り
降
り
が
た
タ
ー
が
設
避
き
れ
、
駅
入
口
の
階

く
さ
ん
あ
り
、
高
齢
者
や
障
害
を
段
へ
の
設
睡
に
も
、
多
く
の
要
望

持
つ
方
、
小
ざ
な
お
子
さ
ん
を
連
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

れ
た
方
な
ど
に
と
っ
て
、
外
出
の
市
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
協
議
を
進

大
き
な
障
壁
と
な
っ
て
い
ま
す
。
め
た
結
果
、
南
口
の
階
段
脇
に
、

だ
れ
も
が
安
心
し
て
、
気
軽
に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
１
基
と
、
車
イ

利
用
で
き
る
駅
に
す
る
た
め
に
は
、
ス
に
乗
っ
た
ま
ま
利
用
で
き
る
、

改
札
内
の
ホ
ー
ム
階
段
と
、
改
札
人
乗
り
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
１
基
を

外
の
駅
入
り
口
階
段
の
ど
ち
ら
に
．
設
置
し
ま
す
。

も
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
や
エ
レ
ベ
工
事
は
、
ｎ
月
下
旬
か
ら
始
ま

－
タ
ー
が
必
要
で
す
。
り
、
来
年
３
月
末
に
完
成
す
る
予

詞
軸
へ
同
畳
卿
函
圏
咽
■
■
■
原
定
で
す
。

湖
北
駅
南
口
は
平
成
ね
年
度

禧
燃
峰
儲
膳
腱
蝉
儒
跨
酔
犀
塵
』
に
予
定

湖
北
駅
南
口
は
、
市
内
の
駅
の

我
孫
子
駅
南
口
に
エ
レ
ベ
ー
中
で
最
も
高
低
差
が
あ
り
、
長
い

タ
ー
と
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

階
段
が
利
用
者
に
と
っ
て
大
き
な

我
孫
子
駅
は
、
１
日
の
利
用
客
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

展示。体験…市民プラザ(ギャラリー，サロン・ロビー・和室）

。ふるさとお園自慢。着物着付け
鮭たちの国を見てね）（10時15分から：無料）
・渡り鳥コーナー・お 茶〈250円）
（鳥たちに国境はありません）・和紙ちぎり絵〈500円）
・国際ボランティア貯金。ふるさと国際電話
〈あなたの愛を世界へ）（外国人のみ：無料）

鑑麓＆参加‘．．あびこｼｮｯﾝグプﾗげ1階ｾﾝﾀー コート無料
103Q我孫子市民の歌（女性コーラス、高橋バレエ）
10卵ギター演奏（ジュエルワインペリー）
1110メキシコ舞踊（コニー橋本、ロッシー小勤

11．30太鼓演奏（我孫子河童太鼓）

1150遊びコーナー（我蕊子市サッカー協会、ガールスカウト4麺）
一一一

交認1－ティー…市民プラザ（ホール)：参加費500円
13:00パーティー開始
13:30外国出身者の日本語スピーチ（日本語
13．幅琴、尺八演奏（我孫子市三曲協会）
14:00室内楽（我孫子フィルハーモニー）
14．20ギター渥奏（ジョン・アマド）

14:35コーラス（ローザ・ブランカ）
14:50ケーム・フォークダンス

改
札
外
の
昇
降
設
備
は
市
で
整

備
し
ま
す
が
、
改
札
内
に
つ
い
て

は
Ｊ
Ｒ
が
国
の
「
整
備
指
針
」
に

基
づ
い
て
設
置
し
ま
す
。

市
で
は
Ｊ
Ｒ
に
対
し
て
、
市
内

各
駅
へ
の
設
置
を
強
く
要
望
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
我
孫
子

駅
と
天
王
台
駅
の
ホ
ー
ム
に
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
が
設
種
き
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
多
く
の
利
用
者
か
ら

昇
降
設
備
を
殻
錘
す
る
よ
う
要
望

が
出
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
皿
年
度
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
と
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
設
趣

を
予
定
し
て
、
現
在
、
設
計
を
行

っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
駅
の
整
備
計
画

新
木
駅
は
、
現
在
設
計
を
進
め

て
い
る
橋
上
駅
舎
の
建
設
に
伴
っ

て
、
南
側
の
階
段
に
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
等
を
設
置
す
る
計
画
で
す
。

我
孫
子
駅
・
湖
北
駅
の
北
口
や

他
の
駅
に
つ
い
て
も
、
利
用
者
数

や
駅
の
構
造
な
ど
を
考
慮
し
て
、

順
次
計
画
的
に
整
備
を
行
う
予
定

で
す
。

－－‐

派
０
ム
ヘ
⑳
贈
鰯
の

驫
醗
膳
牌
堺
胤
撒
謡
置

新
木
駅
の
ホ
ー
ム
は
、
橋
上
駅
舎

の
建
設
に
伴
っ
て
、
Ｊ
Ｒ
が
整
備

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
他
の
駅
に
つ
い
て

昨
年
度
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が

推
進
し
て
お
り
ま
す
「
人
に
や

さ
し
い
駅
創
り
」
の
一
環
と
し

て
、
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
に

よ
り
、
各
ホ
ー
ム
に
エ
ス
カ
レ

ー
タ
ー
を
設
腫
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

／
こ
の
た
び
、
更
な
る
利
便
性

、
間
も
な
く
我
孫
子
駅
南
口
で

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
の
設
世
工
事
が
始
ま
り
ま

す
。
駅
入
口
の
階
段
へ
の
設
腫

は
市
内
の
駅
で
初
め
て
で
す
。

我
用
は
市
が
負
担
し
、
約
１

億
１
千
万
円
で
す
。
高
額
な
た

め
、
全
て
の
駅
へ
一
度
に
殻
世

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

各
駅
順
番
に
整
備
し
て
い
く
予

定
で
す
。

／
道
路
に
つ
い
て
も
、
昨
年
か

、

我
孫
子
駅
が
よ
り
便
利
に

我
孫
子
駅
長
須
田
勝
之

安
心
し
て
歩
け
る
街
に

燭
浩

易

市
長
、
舟

彦

我
孫
子
駅
南
口
の
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
・
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
設
置
工
事

に
よ
り
、
工
事
個
所
周
辺
の
通
行

に
支
障
が
生
じ
る
こ
と
が
予
想
き

れ
ま
す
。
利
用
者
の
皆
ざ
ん
に
は

ご
不
便
を
お
か
げ
し
ま
す
が
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
交
通
整
備
課
壷

（
篭
）
１
１
１
１
内
線
３
３
０

も
整
備
き
れ
る
よ
う
、
協
誠
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

向
上
の
た
め
、
市
の
ご
協
力
に

よ
り
、
南
口
階
段
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
と
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
設

瞳
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
使
い
や

す
い
駅
と
な
る
よ
う
努
力
い
た

し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

、

ら
年
間
２
千
万
円
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
予
算
を
特
別
枠
で
計
上
し

て
、
歩
道
の
韮
術
や
段
差
の
改

修
に
と
り
か
か
っ
て
い
ま
す
。

今
後
こ
れ
ら
の
予
算
も
増
や
し

て
い
き
ま
す
。

高
齢
者
も
障
害
を
持
つ
人
も
、

ベ
ビ
ー
カ
ー
ト
を
押
し
た
人
も

安
心
し
て
歩
け
る
街
に
す
る
こ

と
を
、
我
孫
子
市
の
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
目
標
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

、

エ
事
期
間
中
は
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

ノ ノ

成田 線 み ん な の 力 で 複 線 化
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③職員手当の状況(平成ll年4月旧現在）

市職員の給与等を公表
我孫子市職員の給与等の実態を市民の皆さんにご理解いただくため、

次のとおり公表します。

市職員の給与等は、「地方自治法｣、「地方公務員法」に基づいて
制定した「我孫子市一般職の職員の給与に関する条例」や「我孫子市
特別職の給与等に関する条例」およびその他の給与条例．規則によっ
て支給されています。

し問い合わせ人事課給与係盗(85)1111内線209

①人件費の状況(普通会計決算）

人件費には、一般職員の給与､特別職の給料･報酬、共済組合負担金等が含まれています。
実質収支とは、歳入総額一（歳出総額十翌年度へ繰り越すべき財源）をいいます。

(注)I
2

②一般職員給与費の状況(普通会計当初予算）

|’ (注)職員手当には、退職手当を含みません。

③職員の平均給料月額･平均給与月額および平均年齢の状況(平成11年4月旧現在）

④職員の初任給の状況(平成11年4月旧現在）

⑨特別職の報酬等の状況(平成11年4月旧現在）

⑤職員の学歴別。経験年数別平均給料月額の状況(平成ll年4月旧現在）

⑩職員定員の状況
(1)部門別職員数の状況(各年とも4月旧現在）

(注)経験年数とは、学校卒業後直ちに我孫子市に採用され､引き続き勤務している場合には採用後の
年数をいい､採用前に民間歴等のある場合には、その期間を換算し採用後の年数に加算した年数
をいいます。

⑥-般行政職の級別職員数の状況(平成ll年4月旧現在）

’

’

標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。
職員数は、我孫子市一般職職員給与条例に基づく給料表の級区分によるものです。

(注)1
2

⑦昇給期間短縮の状況

(注)職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、
含み、臨時または非常勤職員を除いたものです。

派遣職員などを

(2)定員適正化計画
市では、一般行政部門の職員を平成8年4月1日の職員数を基準に、平成13年4月1日までに16人

(注）職員数(A)は、各年度の採用職員（企業職職員を除<)を加えたものです。

区分 我孫子市 国

扶
養
手
当

配偶者

配偶者以外
の扶養親族

16,000円

2人目まで1人5,500円
3人目から1人2,000円
16歳～22歳の子1人5,000円加郷
配偶者なしの場合1人11,000円
母・父子家庭の場合1人16,000円

16,000円

2人目まで1人5,500円
3人目から1人2.000円
16歳～22歳の子1人5,000円加算
配偶者なしの場合1人11,000円

住
居
手
当

借家の場合

自宅居住者

家賃11,000円を超える場合家賃に
応じて28,0㈹円を限度に支給

住居所持者で、かつ主たる

生計維持者9,200円
上記以外の者4,500円

家賃12,000円を超える場合家賃に
応じて27,000円を限度に支給

1,000円
(新築取得後5年間2,500円）

通
勤
手
当

電車・バス

の利用者

乗 用 車 等
の利用者

定期代(1カ月)45,000円までは全
額支給。それを超える部分は半額を
加算(5,000円を限度）

使用距離に応じ4,400円～20,900円を
支給

定期代(1カ月)45,000円までは全
額支給。それを超える部分は半額を
加算(5,000円を限度）

使用距離に応じ2,000円～20,900円を
支給

期
末
・
勤
勉
手
当

(支給期）
6 月 期
12月期

3月期

計

蹄l上の段階､職勝の
等殿による加卿紐

明
ｌ
ｌ
０
４

ｊく
(平成10年度支給割合）
末手当）

.6月分
､9月分

､55月分

､05月分

(勤勉手当）

分
分

月
月

６
６

。
●

０
０

－

1．2月分

有

(平成10年度支給割合）
( 期 末 手 当 ） （ 勤 勉 手 当 ）
１
１

末手当

●
●

■
各

０
４

6月

9月

55月

05月

分
分
分

３
１
１

α
“
一
幻

０
０
１

分
分
分
分

有

退
職
手
当

(支給率）
勤続20年
勤続25年

勤続35年
蛾 満 限 庇 額

定年）
月分

月分

月分

月分

◇
５
５
０
０

》
麺
》
四
画

（(自己都合）
分
分
分
分

月
月
月
月

０
５
０
０

０
７
５
０

１
３
７
０

２
３
４
６

(自己都合）（勧奨・定年）
分
分
分
分

月
月
月
月

０
５
０
０

０
７
５
０

１
３
７
０

２
３
４
６

●
●
●
ｅ

犯
“
砲
⑫

875

55

70

70

月 分

月 分

月分

月 分

その他の
加算措置

定年時早期退職特別措置
(2％～20％の加算）

定年時早期退職特別措置
(2％～20%の加算）

退職時糊I昇給 勧奨・定年退職者2号給 l号俸

※退職手当については､千葉県市町村総合事務組合の退職手当条例で支給率が定められています。

区分
住民基本
台帳人口

歳出額
(A)

実質収支 人件費
(B)

人件費率
(B/A)

平成9年度
の人件費率

平成
10年度

(平成11.J.31現在）

127,041人

千''1

28,928,884

千111

733，753

千円

9，658，908 33．4％ 33.1%

区分
職員数

(A)

給与費

給料 職員手当 期末･勤勉手当 計(B)

1人当たり給
与饗(B/A)

平成
11年度 l､001人

千円

4,352,696

fII1

1,255,792

T-III

2,297,217

T･'11

7,905,705

1-''1

7,898

調
整
手
当

支給対象職員数

支給率

国の制度（支給率）

1,070人

10%

－

特
殊
勤
務
手
当

（
平
成
加
年
度
決
算
）

職員全体に占める手当支給職員の割合

支給対象職員l人当たり平均支給年額

手当の種類（手当数）

表的な

手当の名称

支給額の多い手当

多くの職員に支給されている手当

39.7％

54,096円

30種類

技術職員手当､年末年始勤務手当､理学療法士手当

保育手当､税務手当､紺職員手当､蒲掃{蝶手当

時
間
外
勤
務
手
当

平成9年度
(決算）

平成10年度
(決算）

支給総額

職員l人当たり支給年額

支給総額

職員l人当たり支給年額

245,633千円

235千円

256,637千円

247千円

区分
一般行政職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

技 能 労 務 職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

我孫子市 363,825円 471,731円 41.3歳 335,054円 398,568円 43.2歳

国 322,033円 39.7歳 286,958円 47.8歳

区分

我孫子市

初任給 溌繍鶴
国

初任給 溌織鶴

一般行政職
大学卒

高校卒

188,500円

151,600円

202,900円

163,600円

I種188,500円
Ⅱ種1745200円

141,700円

202,900円
188,500円

151,600円 区分
給料の月額
(繩4単4)l旧釧）

区分
報酬の月額
(霜4綱111咽用）

期末手当
(平成10年度支給制合）

市長

助役

収入役

890,000円

760,000円

685,000円

議長

副議長

議員

495,000円

445,000円

410,000円

6月期
12月期
3月期
計

分
分
分
分

月
月
月
月

５
５

２
５
５
２

２
２
０
５区分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒

高校卒

263,000円

218,800円

311,100円

263,000円

357,100円

307,800円

技能労務職 高校卒 218,800円 260,200円 300,400円

区分

部門

職員数

平成10年 平成11年

対前年

増減数
主な増減理由

一
般
行
政
部
門

会
画
務
祉
生
産
工
木

務企
議
総
税
福

斑灘
商
土

小計

10

159

49
208
123

14
5

115

683

10

７
９
１
６
４
５
３

５
４
２
０
１
１

１
２
１
１
675

０
２
０
３
７
０
０
２

１
１

十

－8

業務の見直し等による減

業務増による地、配世換えよる減
配世換えよる減

業務の縮小による減

特
別
行

政
部
門

教育
消防

小 計

177

138

315

178

140

318

１
２

＋
十

＋3

業務期による期、
業務墹による堀、

普通会計計 998 993 －5

公
営
企
業
等

会
計
部
門

水道
下水道
そ の 他

小 計

37

20

20

77

37

20

20

77

０
０
０

0

Ｉ●毒脚
谷
口 1,075 1,070 －5

区分

標準的な職務内容

1級

主事補

2級

主事

3級

主任主事

4級

主任

5級

係長

6級

課長補佐

7級

課長

8級

部長
計

職員 数 16人 52人 111人 91人 232人 54人 36人 25人 617人

構成比 2.6％ 8.4％ 18.0% 14.7% 37.6％ 8.8％ 5.8％ 4.1% 100%

参
考

1年前の構成比

5年前の構成比

％

3.3％

11.2%

11.9%

15.6%

18.7%

16.3%

24.0％

35.3％

24.8％

8.9％

6.8％

5.9％

6.3％

％

4.2％

100%

100%

区 分 合計
代表的な職種

一般行政職 技能労務職

平成

9年度

職員数(A)

普通昇給期間(12～24月）を短
縮して昇給した職員数(B)

比率(B/A)

1,081人

20人

1.9%

615人

14人

2.8％

179人

8人

％

平成

10年度

職員数(A)

普通昇給期間(12～24月）を短
縮して昇給した職員数(B)

比率(B/A)

1,075人

5人

％

615人

4人

0.7%

174人

1人

0.696

部門 区分 8年 9年 10年 11年 12年 13年 計

一
般
行

政
部
門

計画減数

実績

職員数

－

－

686

－2

1

687

－2

－ 4

683

－ 4

－8

675

－4 －4 -16
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手
賀
沼
と
利
根
川
に
は
さ
ま
れ

た
我
孫
子
市
は
、
遥
か
な
水
と
緑

鬘
樗
譽
尭
蕊
読
響

の
地
で
す
。

こ
の
我
孫
子
の
景
観
を
ざ
ら
に

美
し
く
し
よ
う
と
第
２
回
「
景
観

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は
「
日
本
の
景
観
・
我
孫

金
を
だ
ま
し
取
る
事
件
が
起
き
て

い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
き
い
。

市
で
は
、
電
話
で
申
請
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
申
請
の
際

は
ま
ず
介
護
支
援
課
介
護
サ
ー
ビ

ス
係
に
ご
連
絡
く
だ
き
い
。

ま
た
、
市
内
６
カ
所
の
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
無
料
で

申
請
代
行
を
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事

業
者
や
社
会
保
険
労
務
士
も
申
請

の
代
行
を
行
い
ま
す
が
、
有
料
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
酎
刊
塞
儒
唾
認
幅
毒
奉
症
や

Ｑ
諦
癖
醗
罐
雰
雫
毒
晶
奉
赴
《

げ
ま
す
」
と
い
う
話
を
業
者
か
ら

持
ち
か
け
ら
れ
ま
し
た
が
？

今
回
は
、
介
護
保
険
に
よ
る
サ

ー
ビ
ス
の
受
け
方
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

Ａ
癖
唾
獅
蠅
覗
蔀
琳
諦
搾
吐
錐

参加〈ださ
～

」
級
：

ｂ
し
ｈ
Ｌ
ｑ

一
」

Ｉ
Ｉ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｏ
Ｉ
Ｉ
Ｏ
Ｉ
Ｉ
Ｏ
Ｉ
０
１
１
１
０
１
１
１
０
１
１
０
１
１
０
１
１
０
１
０
１
ｉ
ｌ
ｌ
Ｏ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｏ
Ｉ
Ｉ
Ｏ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｏ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
１
０

■
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R本の景観。我孫子の景観

子
の
景
鯉
で
す
。

景
観
条
例
の
も
と
に
市
民
の
皆

ざ
ん
と
景
観
づ
く
り
を
進
め
る
に

当
た
っ
て
、
日
本
や
外
国
の
例
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
我
孫
子
の
景

観
の
特
色
を
学
び
あ
い
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
哩
月
５
日
（
日
）
午
後
２

時
か
ら
４
時
犯
分

▽
場
所
市
民
会
館
（
入
場
無
料
）

▼
内
容

①
風
景
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
入
選
作

品
と
景
観
賞
の
紹
介

②
基
調
講
演
「
日
本
の
景
観
ｌ
ふ

る
さ
と
の
原
型
」
講
師
…
樋
口

忠
彦
（
新
潟
大
学
教
遥

③
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
我
孫
子
の
景

観
」▼

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
太
田
安

則
（
我
孫
子
ま
ち
づ
く
り
交
流
会

代
表
）

▽
パ
ネ
リ
ス
ト
樋
口
忠
彦
、
梶

島
邦
江
（
市
景
観
審
議
会
会
長
）
、

▼
問
い
合
わ
せ
都
市
計
画
課
景

観
推
進
係
冥
露
）
１
１
１
１

福
嶋
浩
彦
市
長

Ａ
吋
華
辨
恥
鰡
叩
症
謹
譲
》

審
査
会
で
「
要
支
援
」
「
要
介
護
」

の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
認
定
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
必
要
度
に
応
じ
て
、
要
支
援
と

要
介
護
〈
１
か
ら
５
段
階
）
に
区

分
さ
れ
ま
す
。
こ
の
区
分
に
よ
つ

辮
轆
蠕
鯆
、
１
１
‐

胴
の
震
額
」
が
介

決
ま
り
ま
す
。

「
要
支
援
」
で
は
、

悪

施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

Ｑ
銃
癖
罎
率
罎
銅
壼
誌
帆
ど

Ａ
識
薙
痙
畷
聖
峨
曜
酎
滋
字
雲

な
仕
事
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

の
給
付
対
象
者
と
し
て
認
定
さ
れ

た
方
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画

（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
を
作
成
す
る
こ
と

－

雪、
Ｉ
‐
ｌ
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ノ

介
護
保
険
Ｑ
＆
Ａ
②

〆

惟
識
灘
鱸
群
恐
（
船
）
１
４
１
１
へ

、

Ｉ
▼窓口で支払う－部負担金で

す
。
ケ
ア
プ
ラ
ン
は
、
本
人
の

希
望
や
家
族
の
意
向
な
ど
を
踏
ま

え
、
そ
の
方
の
状
態
に
あ
わ
せ
て

作
成
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
開
始
後
に
は
、

居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
へ
の
予

約
や
連
絡
調
整
を
図
る
と
と
も
に
、

継
続
的
に
ご
本
人
を
支
援
し
ま
す
。

老
人
保
健
法
に
よ
る
医
療
制
度

は
、
沁
歳
以
上
（
寝
た
き
り
な
ど

の
人
は
毎
歳
以
上
）
の
方
が
、
お

医
者
ざ
ん
に
か
か
る
と
き
に
適
用

き
れ
る
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
の

適
用
を
受
け
る
と
、
現
在
加
入
し

て
い
る
健
康
保
険
の
資
格
は
そ
の

Ｑ
薄
い
痘
壷
鋒
函
華
癖
喧
は
、

Ａ
拝
誕
施
瞳
墾
率
稚
跡
侭
建
坪
。

喪
用
は
、
全
額
保
険
か
ら
支
出
さ

れ
ま
す
。

Ｑ
崎
毒
詞
記
罐
副
葬
討
毒
錨
。

刈
歳
に
な
っ
た
《

ア安
心
の
医
療
で
高
齢
期
を
健
や
か
に

て
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
場
合
、
自
分
で
費
用
の
全

額
を
支
払
い
、
要
介
護
認
定
後
に

市
か
ら
９
割
分
の
払
い
戻
し
を
受

け
ま
す
。
な
お
市
で
は
、
緊
急
の

場
合
で
も
、
利
用
し
た
謎
用
の
１

割
を
支
払
え
ば
済
む
よ
う
な
し
く

み
を
検
討
中
で
す
。

Ａ
猿
譲
騨
峠
把
陸
唾
家
蓉
稚
岬

す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
し
か
し

こ
の
場
合
は
、
利
用
者
が
利
用
料

の
全
額
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
、

そ
の
後
、
市
に
負
担
し
た
費
用
の

９
割
分
を
払
い
戻
し
請
求
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
ま
で
、
医
療
没
の
負
担
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。

適
用
の
時
期
は
、
扣
歳
の
誕
生

日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
１
日
か

ら
（
誕
生
日
が
１
日
の
人
は
そ
の

月
か
ら
）
、
露
歳
以
上
の
寝
た
き
り

な
ど
の
方
は
認
定
を
受
け
た
月
の

翌
月
か
ら
に
な
り
ま
す
。

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
は
、

①
老
人
保
健
受
給
者
証
、
②
加
入

し
て
い
る
健
康
保
険
の
保
険
証
、

③
健
康
手
帳
、
を
医
療
機
関
の
窓

口
に
提
示
し
て
く
だ
き
い
。

◎
一
部
負
担
金
上
表
参
照

◎
入
院
中
の
食
事
代

一
部
負
担
金
と
は
別
に
、
１
日

に
つ
き
７
６
０
円
の
食
事
代
を
支

払
い
ま
す
。

市
民
税
非
課
税
世
帯
等
の
方
は
、

Ａ
》
槍
識
》
毒
か

申
請
を
受
け
、
仮
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
立
て

時
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
の
で
す
か
。

Ｑ
蜂
塞
匪
識
燕
》

Ｑ
》
い
崔
唾
塞
筆
章
挙
蓋
醍
錘

ら
よ
い
で
す
か
。

Ａ
挙
睡
潭
究
乖
穂
麺
癖
い
“

ご
相
談
く
だ
き
い
・

変
更
内
容
を
確
認
し
た
う
え
で

再
調
整
を
図
り
、
対
応
し
て
い
き

ま
す
。

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
に
、

苦
情
相
談
窓
口
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

「
老
人
保
健
』
す

ら

で

医
師
が
必
要
と
認
め
た
、
コ
ル

健
や
か
に

食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
「
標
社
望
外
屋
罐
岬
峠
嚥
却
榊
華
霞
鉢
睡
杼
哩
画
一
坤
昭
五
弐

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
が
必
要
額
の
内
、
定
め
ら
れ
た
基
準
額
で

に
な
り
ま
す
の
で
、
介
誰
支
援
課
払
い
戻
し
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
介
》
帆
吻
』
恥
“
必
Ｈ

に
申
請
し
て
く
だ
き
い
。
護
支
援
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
一
山
Ⅲ
ｍ
岬
（
へ
小
”

◎
そ
の
他
一
部
負
担
金
の
特
例
◎
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き

一
蒸
簾
蕊
“
霊
窪
蕊
転
可

療
機
関
ご
と
に
１
カ
月
１
万
円
に
他
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
り
童
す
。
妻
篝
譽
と
畳
の
韮
Ⅲ

・
人
工
腎
臓
を
実
施
し
て
い
る
慢
介
識
痙
雑
識
に
癌
獅
唾
癖
鐸
峠
酔
。
唾
“
“
却
一

性
腎
不
全

・
血
友
病

・
抗
ウ
イ
ル
ス
剤
を
投
与
し
て
い
罎
薙
“
匪
咋
罪
錘
痒
搾
鐸
匡
華
郵
。
鵠
函
壹
罹
暦

る
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
◎
高
齢
者
療
養
見
舞
金

な
お
、
「
老
人
保
健
撞
羨
病
療
継
続
し
て
２
ヵ
月
以
上
入
院
し
農
地
に
分
家
住
宅
を
建
て
た
り

養
受
療
証
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
た
場
合
、
１
万
円
の
見
舞
金
が
１
駐
車
場
に
利
用
す
る
場
合
な
ど
、

の
で
、
介
謹
支
援
課
に
申
誠
し
て
年
に
１
回
を
限
度
に
給
付
さ
れ
ま
山
嘩
地
を
腱
地
以
外
の
土
地
利
用
を

く
だ
さ
い
。
す
。
介
誰
支
援
課
に
申
請
し
て
く
図
る
（
腱
地
転
用
）
場
合
は
、
工

◎
後
か
ら
払
い
戻
さ
れ
る
も
の
だ
き
い
◎

事
着
工
前
に
農
地
法
の
許
可
が
必

，
ｌ
ｌ
ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｉ
Ｉ
０
０
０
０
１
》
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
介
護
要
で
す
。
ま
た
仮
設
の
資
材
世
場

Ｑ
謝
装
榴
鑪
率
瀧
艫
耀
郷
護
係
窒
）
１
１
‐
な
ど
、
一
時
的
に
利
用
す
る
場
合

も
同
様
に
許
可
が
必
要
で
す
。

ら
れ
ま
す
か
。

Ａ
誰
率
噸
霊
誕
学
痙
耐
調
達
諺
。
押
祁
雷
雨
呆
性
老
人
の
介
護

出
浄
土
て

た
だ
し
、
限
産
額
を
超
え
た
分
、
（
痴
ほ
う
の
原
因
、
介
護
の
心

謝
狗

の
喪
用
に
つ
い
て
は
、
全
額
利
用
得
、
日
常
生
活
の
世
話
な
ど
）

者
の
負
担
に
な
り
ま
す
。
＊
溝
寅
「
震
た
き
り
老
人
の
介

AAQ
を市ま情介
設役すは謹
け所か、サ
まに。ど’
す 苦こビ
･情でス
ま受受に
た 付 け 対
、の付す
県窓ける
の 口て苦

で
日
時
哩
月
皿
旦
土
）
午
後

１
時
、
分

▼
場
所
柏
市
藤
心
近
隣
セ
ン

タ
ー
（
東
武
野
田
線
逆
井
駅
下

車
徒
歩
約
７
分
）

高 巡回介護教室

家庭での介護・介護保険などについて

▽
内
容

＊
講
演
弱
呆
性
老
人
の
介
護

（
痴
ほ
う
の
原
因
、
介
護
の
心

得
、
日
常
生
活
の
世
話
な
ど
）

＊
講
演
「
寝
た
き
り
老
人
の
介

護
芥
護
の
心
得
、
食
事
介
助

等
の
介
護
実
技
な
ど
）

＊
介
護
保
険
制
度
の
説
明

＊
介
護
相
談
〈
質
疑
応
答
）

▽
定
員
先
着
和
人

▼
参
加
費
無
料

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
返
月
ｎ
日
高
齢
者
巡
回

介
護
教
室
希
望
と
明
記
し
、
哩

月
２
日
（
木
・
必
着
）
ま
で
に

〒
２
７
１
１
８
５
６
０
松
戸
市

小
根
本
７
千
葉
県
東
葛
飾
支
庁

社
会
福
祉
課
壷
０
４
７
（
３
６

１
）
４
０
７
７
へ

▽
種
類
①
地
区
計
画
の
決
定

嵩
野
山
宮
脇
地
区
）
②
地
区

計
画
の
変
更
（
新
木
駅
南
側
地
区
）

③
用
途
地
域
の
変
更
（
新
木
駅
周

辺
）
の
高
度
地
区
の
変
更
（
新

木
駅
周
辺
）
⑤
防
火
地
域
及
び

準
防
火
地
域
の
変
更
（
新
木
駅
周

辺
）
⑥
生
産
緑
地
地
区
の
変
更

こ
さ
ど

（
柴
崎
小
木
戸
第
１
地
区
）

▽
謹
晨
竪
野
崇
煽

字
舟
戸
の
各
一
部
の
区
域
②
新

え
ち
ご
ち
り
は

木
字
越
後
尻
・
字
ビ
ヤ
田
・
字
羽

ぐ
ろ
お
お
誉
く

黒
、
布
佐
字
西
大
作
の
全
部
の
区

域
、
新
木
字
南
・
證
慰
．
字
大
作

〆

市
街
化
区
域
内
に
あ
る
農
地
の

場
合
で
も
、
農
地
転
用
す
る
と
き

は
腱
業
委
員
会
へ
の
届
け
出
が
必

要
で
す
。

違
反
転
用
防
止
対
策
の
監
視
強

化
活
動
と
し
て
、
県
・
市
で
は
、

巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
。
腱
業

委
員
会
で
も
、
手
賀
沼
・
利
根
土

地
改
良
区
、
市
農
政
課
と
協
力
し

腱
地
違
反
転
用
防
止
強
化
パ
ト
ロ

ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

腱
地
は
食
料
を
生
産
す
る
基
雛

で
あ
り
、
環
境
保
全
面
か
ら
も
、

か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
す
。
優

良
な
農
地
は
大
切
に
守
っ
て
ゆ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
計
画
的
な
土

地
利
用
を
図
る
面
か
ら
も
、
妥
当

な
位
世
で
般
小
限
の
面
職
の
腱
地

転
用
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

、

農
地
を
転
用
し
た
り
、
転
用

の
た
め
に
農
地
を
売
買
等
す
る

と
き
は
、
原
則
と
し
て
腱
地
転

用
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

ま
た
、
許
可
後
に
お
い
て
転

用
目
的
を
変
更
す
る
場
合
に
は
、

事
業
計
画
の
変
更
等
の
手
続
き

を
行
っ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
許
可
を
受
け
な
い
で
無

断
で
腱
地
を
転
用
し
た
場
合
や
、

無
断
転
用
に
は
刑
罰
が
科
せ
ら
れ
ま
す

子
都
市

台
・
字
セ
イ
シ
前
、
布
佐
字
北
大

は
ら
ち
う
し
た
か
い
り

作
・
字
原
地
丑
高
入
の
各
一
部
の

区
域
③
．
④
新
木
字
東
・
字
大

作
台
、
布
佐
字
北
大
作
の
各
一
部

の
区
域
⑤
新
木
字
東
・
字
大
作

台
、
布
佐
字
北
大
作
・
字
西
大
作

の
各
一
部
の
区
域
⑥
柴
崎
字
小

木
戸
の
一
部
の
区
域

▼
縦
覧
期
間
ｎ
月
四
日
（
金
）
か

ら
哩
月
３
日
（
金
）
ま
で
の
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日

祝
日
を
除
く
）

▼
縦
覧
場
所
・
問
い
合
わ
せ
都

市
計
画
諜
冥
顕
）
１
１
１
１

転
用
許
可
に
係
る
事
業
計
画
ど

お
り
に
転
用
し
て
い
な
い
場
合

等
に
は
、
腱
地
法
に
違
反
す
る

こ
と
に
な
り
、
工
事
の
中
止
や

原
状
回
復
等
の
命
令
が
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
（
農
地
法
第

串
条
の
２
）

ま
た
、
３
年
以
下
の
懲
役
や

百
万
円
以
下
の
罰
金
と
い
う
罰

則
の
適
用
も
あ
り
ま
す
。
（
艇
地

法
第
兎
条
）

〆

腱
業
委
員
会
で
は
転
用
に
当
た

っ
て
の
法
律
上
の
制
限
、
手
続
き

に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

転
用
に
際
し
て
は
、
ま
ず
事
務
局

農
地
係
冥
芭
１
１
１
１
内
線
３
６

３
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

、

一時的な農地転用

案
の

農地を一時的な資制置

き場､農地造成､砂利採

取場等にする場合も、農

地|糊になります。

」ノ、

外来
(1回につき）

入院

(1日につき）

※市民税非課税世帯等の方は､｢入院時一部負担
金限度額適用認定証」が必要になります。介護
支援課に申請してください。

530円

1,200円

で負担
円まで）

市民税非課税世帯等の方
は、同じ医療機関で1カ
月に支払う額が、縦高で
35.400円になります。
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第
塑
回
「
我
孫
子
市
消
饗
生
活

展
」
が
哩
月
４
日
・
５
日
の
両
日

市
民
プ
ラ
ザ
で
開
催
き
れ
ま
す
。

今
回
は
、
昨
年
に
続
い
て
「
査

源
循
環
型
社
会
を
め
ざ
し
て
」
を

テ
ー
マ
に
、
パ
ー
ト
Ⅱ
と
し
て
、

、

烏の博物館第30回企画展
第
刈
回
消
費
生
活
展

資
源
循
環
型
社
会
を
め
ざ
し
て

身近な烏2

.ｻ羊$ｷジパﾄ､ｼジｭｳｶﾗ
▲コサギ

毎
日
の
生
活
か
ら
地
球
環
境
を
考

え
よ
う
と
、
「
エ
コ
ロ
な
暮
ら
し

し
よ
う
よ
」
を
提
案
し
ま
す
。

会
場
で
は
、
パ
ネ
ル
展
示
の
ほ

か
、
家
庭
で
で
き
る
リ
サ
イ
ク
ル

の
実
減
も
行
い
ま
す
。

今
回
の
企
画
展
「
身
近
な
鳥
２
」

で
は
、
我
孫
子
市
周
辺
に
住
ん
で

い
る
方
な
ら
、
だ
れ
で
も
見
た
こ

と
の
あ
る
普
通
の
烏
の
中
か
ら
、

コ
サ
ギ
、
キ
ジ
バ
ト
、
シ
ジ
ュ
ウ

カ
ラ
の
３
種
類
を
取
り
上
げ
ま
す
。

名
前
は
知
っ
て
い
て
も
、
こ
れ

ら
の
烏
た
ち
が
、
ど
こ
で
ど
ん
な

生
活
を
し
て
い
る
の
か
と
問
わ
れ

る
と
、
簡
単
に
答
え
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
身
近
な
烏
で
も
、
私

た
ち
が
知
っ
て
い
る
こ
と
は
意
外

と
少
な
い
も
の
で
す
。

ｌ
工
コ
ロ
な
暮
ら
し
し
よ
う
よ
Ｉ

お
友
達
や
ご
家
族
と

一
緒
に
、
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
き
い
。

▼
日
時
皿
月
４
日

（
土
）
・
５
日
（
日
）
午
前

、
時
犯
分
か
ら
午
後
４

時
犯
分

▼
場
所
市
民
プ
ラ
ザ

▼
展
示
内
容

＊
あ
な
た
も
今
日
か
ら

エ
コ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー

＊
リ
サ
イ
ク
ル
だ
け
す

れ
ば
い
い
の
？
ゴ
ミ
間▲ｷジパﾄ（顎鮒:西条紙）

I
週＊

台
所
で
リ
サ
イ
ク
ル

＊
学
校
給
食
の
食
器
洗
い
も
リ
サ

イ
ク
ル
せ
っ
け
ん

＊
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
減
ら
す
に
は

＊
リ
サ
イ
ク
ル
の
活
動
拠
点
．
ふ

れ
あ
い
工
房

＊
よ
み
が
え
れ
手
遺
治

＊
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
譜
面
の
書
き

方

コ
サ
ギ
や
キ
ジ
バ
ｈ
シ
ウ

ユ
ウ
カ
ラ
の
一
日
の
生
活
や
季

節
ご
と
の
暮
ら
し
の
変
化
、
子

育
て
の
様
子
な
ど
、
今
ま
で
に

研
究
さ
れ
、
明
ら
か
に
な
っ
た

鳥
た
ち
の
生
態
を
紹
介
し
ま
す
。

身
近
な
鳥
の
生
活
を
知
り
、

身
の
回
り
の
自
然
の
秘
密
を
発

見
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▽
展
示
期
間
ｎ
月
幻
日
（
土
）

か
ら
平
成
廻
年
４
月
零
日
（
日
）

▽
問
い
合
わ
せ
鳥
の
博
物
館

壷
（
函
）
２
２
１
２

消
蟹
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
消

費
生
活
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
悪
質
商
法
に
よ
る
被
害

や
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
多
重
債
務
な

ど
で
お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
き
い
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
を

を

▲シジュウカラ

▼
受
付
時
間
毎
週
月
暇
日
か
ら

金
蝿
日
午
前
、
時
か
ら
正
午
、
午

後
１
時
か
ら
３
時
（
祝
日
を
除
く
）

▼
相
談
費
用
無
料

▽
問
い
合
わ
せ
消
饗
生
活
セ
ン

タ
ー
垂
（
露
）
０
９
９
９

鳥
の
博
物
館
で
は
、
山
階
鳥
類

研
究
所
と
共
催
で
、
毎
年
鳥
学
講

座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

「
大
陸
の
ト
キ
の
歴
史
」
と
題
し

て
、
い
ま
話
題
の
「
ト
キ
」
を
取

り
上
げ
ま
す
。

講
師
の
安
田
幟
ざ
ん
面
階
鳥

類
研
究
所
）
は
、
ト
キ
の
文
献
収

＊
家
庭
で
で
き
る
リ
サ
イ
ク
ル
ア

イ
デ
ア
集

◎
そ
の
他
環
境
に
や
さ
し
い
ラ

ッ
プ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
各
日
先
藩

５
０
０
人
）
や
石
け
ん
製
品
が
あ

た
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
も
あ

り
ま
す

▼
入
場
料
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
商
工
観
光
課
消

饗
指
導
係
冥
露
）
１
１
１
１

第
９
回
烏
学
講
座

「
大
陸
の
ト
キ
の
歴
史
」

ｒ
且
■
、
■
０
■
■
■
Ｂ
■
ｌ
■
且
皿
Ｆ
■
■
■
■
■
Ｆ
■
■
■
■
■
Ｐ
■
■
■
Ｂ
Ｕ
Ｄ
Ⅱ
Ｆ
Ｉ
Ｉ
１
１
．
１
‐
‐
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｂ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

、
丁
迅
・
１
１
０の一

丸

、
一

４
辱
心
画
一
〃
・

１
１
１■

噸 集
で
は
世
界
的
に
有
名
な
方
で
、

日
本
だ
け
で
な
く
、
中
国
、
朝
鮮

半
島
、
ロ
シ
ア
な
ど
、
世
界
各
地

の
ト
キ
の
分
布
や
生
態
・
学
名
の

詮
に
っ
そ
の
篝
を
鑿
し
、

発
表
し
て
い
ま
す
。

講
座
で
は
、
最
新
の
情
報
も
交

え
、
お
も
に
大
塗
カ
ト
キ
カ
瀝
廻

鳥 餅〈製

’ ｢いざ鎌倉へ!」の古道を歩こう
かまくらみち

鎌倉道
ネイチャーイン

座
で
は
、
最
新
の
情
報
も
交

お
も
に
大
陸
の
ト
キ
の
歴
史

に
つ
い
て
お
話
し
し
て
い

た
だ
く
予
定
で
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
き
い
。

▼
日
時
、
月
墾
日
（
祝
）

午
後
１
時
知
分
か
ら
３
時

如
分

▼
場
所
烏
の
博
物
館

▽
定
員
先
着
和
人

▼
申
し
込
み
不
要
（
当

日
直
接
会
場
へ
）

▼
問
い
合
わ
せ
烏
の
博

物
館
盆
（
龍
）
２
２
１
２

中
里
か
ら
日
秀
に
か
け
て

諦
鑑
鐸
錘
〕
と
呼
ば
れ
る
古
道

が
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。

近
年
、
分
断
さ
れ
つ
つ
あ
る

こ
の
古
道
の
ま
わ
り
に
は
、
歴

史
的
な
過
産
や
豊
か
な
自
然
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

環
境
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
案
内
で

鎌
倉
道
を
歩
き
、
新
た
な
魅
力

を
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
皿
月
丞
日
（
日
）
午
前

、
時
新
木
駅
南
口
広
場
集
合
、

正
午
湖
北
駅
解
散
予
定
（
荒
天

中
止
）
〈
参
加
饗
無
料
〉

ず
定
員
先
着
２
０
０
人
（
当

日
直
接
集
合
場
所
へ
）

マ
持
参
す
べ
り
に
く
い
靴

》
問
い
合
わ
せ
手
賀
沼
課
盃

（
芭
１
１
１
１
内
線
４
６
２

※
開
催
の
有
無
は
、
当
日
午
前

８
時
如
分
か
ら
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
云
（
露
）
５
０
０
０
コ
ー
ド

番
号
８
５
０
で
確
認
で
き
ま
す

県
で
は
、
動
く
物
価
教
室
の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
バ
ス
を
利
用
し
て
、

日
本
銀
行
本
店
や
貨
幣
博
物
館

な
ど
の
施
設
を
見
学
し
ま
す
。

▽
日
時
哩
月
９
旦
木
）
午
前

１
１

、

動 く物価 教室

’曰本棚や貨幣博物館などを見学

ノ

９
時
Ｊ
Ｒ
千
葉
駅
前
集
合
、
午

後
４
時
”
分
解
散
予
定

▽
見
学
場
所
県
立
現
代
産
業

科
学
館
（
市
川
市
）
、
日
本
銀

行
本
店
・
貨
幣
博
物
館
（
東
京

都
中
央
区
）

▽
対
象
。
定
員
県
内
在
住
の

嘔
歳
以
上
の
方
、
如
人
（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
費
無
料
（
昼
食
付
き
）

※
集
合
場
所
ま
で
の
往
復
交
通

費
は
参
加
者
負
担

▽
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ

往
復
ハ
ガ
キ
（
１
枚
に
２
人
ま

ご
に
、
参
加
者
全
員
の
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
「
動
く
物
価
教
室

参
加
希
望
」
、
返
信
面
に
あ
て

歩
崩
記
し
、
ｎ
月
型
日
育
・

必
着
）
ま
で
に
〒
２
６
０
１
８

６
６
７
県
庁
県
民
生
活
課
企
画

調
整
班
云
０
４
３
（
２
２
３
）

２
２
９
９
へ

」

さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
ブ
ラ
ザ

レ
デ
イ
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
講
座

ネ
イ
チ
ヤ
ー
ウ
オ
ツ
チ
ン
グ
講
座

レデイスアカデミー講座

マネージメントコース

12月4日から平成12年2月までの

いずれも土曜日(全8回）

船橋情報ピジﾈｽ専門学校・コミ
ュニティスコレ船橋

特定非営利活動法人促進法を学び､市
民活動のNPO化をめざすための講座

ポﾗﾝﾃｨｱ活動のNPO化を考える
女性､40人(艫者多数の場合は抽農）

無料

往復ﾊガｷに郵便番号､住所､氏名、
年齢､電話番号を明記し、11月278
(士必着)までに〒273-0005船橋
市本町7-12-16船橋情報ヅﾈｽ専門
学校ﾚデｲｽｱｶデﾐー縮047(42
5)1051ヘ

自然と遊ぶ私たち
～ネイチヤーウオツチング講座～

12月5日・12日のいずれも日曜日、
午前10時から午後3時

さわやかちば県民プﾗサ

柏喉焔を飴に‘身馳自然に気づ<tb
0ﾜーｸｼｮﾂ(ﾈｲﾁｬーﾄﾚｲﾙづくり）

興味のある方､50人(応募者多数の
場合は抽選）

無料

往復ﾊガｷに講座名､郵便番号､住
所､氏名､年齢､電話番号を明記し、
11月20日(士必着)までに〒277‐
0882柏市柏の葉4-3-1さわやかちば
県民ブﾗザ事業課遍(40)8615ヘ

講座名

日程

日時

場所

内容

対象
定員

参加費

県
で
は
、
平
成
哩
年
度
生
涯
大

学
校
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
資
格
県
内
在
住
の
釦
歳
以
上

（
昭
和
巧
年
４
月
１
日
以
前
生
ま

れ
）
の
方
で
、
学
習
の
成
果
を
地

域
活
動
で
役
立
て
る
な
ど
、
社
会

参
加
に
意
欲
の
あ
る
方

▼
学
園
所
在
地
①
東
葛
飾
学
園

浅
間
台
校
舎
（
松
戸
市
上
矢
切
）
、

②
同
学
園
江
戸
川
台
校
舎
（
流
山

市
美
厘

▽
科
目
。
定
員

一
般
課
程
（
通
学
・
２
年
制
）

＊
福
祉
科
①
和
人
②
１
４
０
人

＊
生
活
科
①
犯
人
②
釦
人

＊
園
芸
科
①
加
入

＊
陶
芸
科
②
お
人

通
信
課
程
（
２
年
勉

＊
福
祉
生
活
科
５
０
０
人

※
い
ず
れ
の
科
目
も
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選

県
生
涯
大
学
校
学
生
を
募
集

軋肪，

問い舗甘

※
通
信
課
程
は
、
京
葉
学
園
（
千

葉
市
中
央
匡
で
受
誰

▽
入
学
金
・
授
業
料
無
料
（
実

習
の
教
材
喪
、
通
信
課
程
の
テ
キ

ス
ト
送
料
な
ど
は
自
己
負
担
）

▽
入
学
案
内
の
配
布
場
所
県
生

涯
大
学
校
事
務
局
、
県
東
葛
飾
支

庁
社
会
福
祉
課
、
市
役
所
介
護
支

援
課
ほ
か

※
郵
送
で
請
求
す
る
場
合
は
、
返

信
用
封
筒
（
角
２
サ
イ
ズ
に
１
４

は

０
円
切
手
を
貼
り
、
宛
先
を
明
起

を
同
封
の
う
え
、
県
生
涯
大
学
校

事
務
局
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

▽
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
ｎ

月
四
旦
金
）
か
ら
平
成
廻
年
１
月
７

日
釜
）
ま
で
に
、
〒
２
６
０
１
０
８

０
１
干
葉
市
中
央
区
仁
戸
名
町
６

６
６
の
２
県
生
涯
大
学
校
事
務
局

壷
０
４
３
（
２
６
６
）
４
７
０
５

へ
郵
送
ま
た
は
直
接
持
参

県
立
東
葛
飾
高
校
定
時
制
課
程

で
は
、
中
学
を
卒
業
し
て
、
平
成

吃
年
３
月
諏
日
に
満
加
歳
に
達
し

て
い
る
方
を
対
象
に
、
学
力
検
査

を
免
除
し
、
作
文
と
面
接
に
よ
り

検
査
を
実
施
す
る
「
成
人
の
特
別

入
学
者
選
抜
」
を
行
い
ま
す
。

▼
願
書
配
布
期
間
平
成
厄
年
２

月
９
日
（
水
）
ま
で
（
願
瞥
受
付
は

２
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
）

▼
試
験
日
２
月
型
日
宋
）

※
出
願
手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
、

同
校
愛
廻
４
２
７
１
へ

20歳以上は学力検査を免除

県立東葛飾高校定職聯

成人の特別入学者離
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一

か
め
が
も
り
し
ば
て
ん

二
三
Ｉ
ジ
カ
ル
「
瓶
ケ
森
の
河
童
」

瓶
ヶ
森
は
、
人
や
動
植
物
の
命
を
テ
ー
マ
に
、
市
内
の
子
ど
も
た

の
水
を
支
え
る
水
源
地
。
と
こ
ろ
ち
に
よ
る
発
表
が
あ
り
ま
す
。

が
、
山
は
削
ら
れ
、
木
は
切
ら
れ
、
▼
日
時
廻
月
塑
日
（
祝
）
午
後
２

川
や
海
は
汚
さ
れ
て
、
森
の
生
き
時
開
場
、
午
後
２
時
如
分
開
演

物
た
ち
は
怒
り
始
め
ま
す
。
▼
場
所
市
民
会
館

み
ん
な
が
心
を
寄
せ
合
い
、
森
▼
入
場
料
二
人
券
１
８
０
０
閂

や
川
や
海
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
た
一
人
券
１
０
０
０
円
（
全
席
自
由
）

し
ば
て
ん

め
、
河
童
の
活
耀
が
始
ま
り
ま
す
。
※
５
歳
未
満
の
お
子
ざ
ん
の
入
場

劇
団
ふ
る
苔
と
き
や
ら
ば
ん
に
は
お
断
り
し
ま
す

よ
る
、
お
か
し
く
力
あ
ふ
れ
る
人
※
障
害
を
お
持
ち
の
方
で
、
介
罐

と
自
然
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
。
ご
家
人
が
必
要
な
場
合
は
、
本
人
の
み

族
皆
ざ
ん
で
お
楽
し
み
く
だ
き
い
。
入
場
券
を
お
求
め
く
だ
さ
い

ま
た
、
開
演
前
に
は
、
「
手
強
沼
」
▼
入
場
券
発
売
所
平
賀
書
店
、

冬
休
み
劇
場
劇
団
ふ
る
さ
と
き
や
ら
ば
ん

2000年版

ゴ

12月2日に無料で配布
’
一

叩
を
テ
ー
マ
に
、
市
内
の
子
ど
も
た

つ
ち
に
よ
る
発
表
が
あ
り
ま
す
。

澱
▼
日
時
廻
月
塑
日
（
祝
）
午
後
２

さ
時
開
場
、
午
後
２
時
如
分
開
演

▼
場
所
市
民
会
館

群
▼
入
場
料
二
人
券
１
８
０
０
円

迄
一
人
券
１
０
０
０
円
（
全
席
自
由
）

。
※
５
歳
未
満
の
お
子
ざ
ん
の
入
場

卜
は
お
断
り
し
ま
す

八
※
障
害
を
お
持
ち
の
方
で
、
介
添

家
人
が
必
要
な
場
合
は
、
本
人
の
み

い
。
入
場
券
を
お
求
め
く
だ
さ
い

』
」
▼
入
場
券
発
売
所
平
賀
書
店
、

ｌ
Ｉ
Ｉ
－
Ｉ
』
．
、
、
ｊ
ト
ー
〆
侭
竜
哩
斤
隆
堵
夢
侭
皇
室
。
、
〆

ク
リ
ー
ン
手
賀
沼
推
進
協
議
会

が
、
手
賀
沼
浄
化
の
願
い
を
込
め

て
作
成
し
た
〃
２
０
０
０
年
版
手

賀
沼
カ
レ
ン
ダ
ー
〃
を
次
の
と
お

り
配
布
し
ま
す
。

手
賀
沼
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
同
協

議
会
の
主
催
に
よ
る
、
手
賀
沼
写

真
コ
ン
ク
ー
ル
の
応
募
作
品
３
７

７
点
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
作
品
で

椛
成
き
れ
て
い
ま
す
。

▼
配
布
日
哩
月
２
旦
木
）

※
例
年
は
哩
月
１
日
で
す
が
、
近

ミ
リ
オ
ン
楽
器
我
孫
子
店
、
ブ

ッ
ク
ス
・
ス
ズ
キ
、
荒
井
轡
店
、

｜
東
京
事
務
器
、
ポ
ピ
ー
、
写
真

一
の
お
ち
あ
い
、
柏
そ
ご
う
、
柏

商
鳥
屋
、
取
手
と
う
き
ゅ
う
、

市
民
会
館
内
売
店
ひ
ろ
が
り

一
▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
賓
芭
１
１
５
１
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隣
セ
ン
タ
ー
が
休
館
日
の
た
め
、

２
日
と
な
り
ま
す

▽
配
布
場
所
・
配
布
時
間
＊

市
役
所
西
別
館
４
階
（
市
民
会

館
隣
り
）
…
午
前
８
時
犯
分
か

ら
午
後
７
時
＊
つ
く
し
野
・

湖
北
・
湖
北
台
・
布
佐
支
所
・
・
．

午
前
８
時
知
分
か
ら
午
後
５
時

（
湖
北
・
布
佐
支
所
は
昼
休
み

時
間
を
除
く
）
＊
根
戸
・
天

王
台
北
・
新
木
・
布
佐
南
近
隣

セ
ン
タ
！
：
開
館
時
間
内

▼
配
布
上
の
注
意

①
多
く
の
方
に
配
布
で
き
る
よ

う
、
配
布
場
所
に
お
越
し
い
た

だ
い
た
方
、
１
人
に
つ
き
１
部

と
ざ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
配
布
時
間
内
で
も
部
数
が
な

く
な
り
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。

③
睡
話
で
の
予
約
や
郵
便
で
の

申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
手
賀
沼
課
容

（
蓮
１
１
１
１
内
線
４
６
２

、
〆

市民コンサート°18

ｵベﾗの午後Ⅱ

今
年
の
市
民
コ
ン
サ
ー
ト
は
、

我
孫
子
合
唱
連
盟
創
設
如
周
年
を

記
念
し
て
、
我
孫
子
市
民
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
と
同
連
盟

と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
で
開
催
し
ま
す
。

５
年
前
に
開
催
し
た
「
オ
ペ
ラ

の
午
後
」
の
第
２
回
目
と
し
て
、

オ
ペ
ラ
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
部
分
を
、

市
民
フ
ィ
ル
、
合
唱
連
盟
会
員
と

一
般
公
募
の
市
民
２
０
０
人
の
合

唱
団
に
、
ソ
リ
ス
ト
を
加
え
た
演

奏
で
お
届
け
し
ま
す
。
心
ゆ
く
ま

で
お
楽
し
み
く
だ
き
い
。

▼
日
時
哩
月
四
日
（
日
）
午
後
１

時
”
分
開
場
、
２
時
開
減

▼
場
所
市
民
会
館

の
り
と

▼
指
揮
林
紀
人

▽
合
唱
指
導
唐
沢
昌
伸

言
リ
ス
ト
麦
鍵
雪
バ

ち
ひ
ろ

ろ
、
野
田
干
寿
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

▼
曲
目
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
・
・
・
歌
劇

「
ナ
ブ
ッ
己
序
曲
・
第
３
幕
よ

り
「
行
け
、
わ
が
恩
い
よ
、
金
色

大
規
模
災
害
の
際
に
、
被
災
者

の
救
援
活
動
に
協
力
し
て
い
た
だ

け
る
「
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
①
ｎ
月
丞
旦
且
②
廻

月
４
日
（
土
）
午
後
１
時
”
分
か
ら
３

時
如
分
の
い
ず
れ
か
１
日

》
場
所
日
本
赤
十
字
社
千
葉
県

赤
十
字
鵬
蕊
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
裳

あびこPCカレッジ

第窒0期受講生を募集

ノ

の
翼
に
乗
っ
て
」
、
歌
劇
「
椿

姫
」
第
１
幕
よ
り
「
あ
あ
、
そ

は
彼
の
人
か
」
「
花
か
ら
花
へ
」
・

第
２
幕
よ
り
「
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス

の
海
と
土
地
」
「
ジ
エ
ル
モ
ン

と
ヴ
ィ
オ
レ
ッ
タ
の
二
重
唱
」

ワ
ー
グ
ナ
！
：
歌
劇
「
タ
ン
ホ

イ
ザ
ー
」
序
曲
・
第
２
幕
よ
り

「
大
行
進
曲
」
、
歌
劇
「
ロ
ー

エ
ン
グ
リ
ン
」
よ
り
第
３
幕
の

前
奏
曲
・
「
婚
礼
の
合
喧
、
楽

劇
「
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
マ
イ

ス
タ
ー
ジ
ン
ガ
ー
」
前
奏
曲
他

▼
入
場
料
１
０
０
０
円
（
全

席
自
由
）

※
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん

の
入
場
は
お
断
り
し
ま
す
。

》
入
場
券
発
売
所
平
変
醤
店
、

荒
井
番
店
、
東
京
事
務
器
、
写

真
の
お
ち
あ
い
、
市
民
会
館
内

売
店
ひ
ろ
が
り

▽
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
冥
芭
１
１
５
１

、

支
部
（
千
葉
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル

「
市
役
所
前
」
下
車
徒
歩
１
分
）

▽
内
容
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

目
的
・
活
動
、
だ
れ
に
で
も
で
き

る
応
急
手
当
の
知
識
ほ
か

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
ハ

ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、

氏
名
、
通
話
番
号
、
「
防
災
ボ
ラ

》
内
容
左
表
参
照
市
民
プ
ラ
ザ
實
邑
２
１
１
１
ヘ

マ
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
本
※
パ
ソ
コ
ン
相
談
（
予
約
制
）
を
、

日
か
ら
休
館
日
（
市
民
カ
レ
ン
ダ
毎
月
第
４
金
暇
日
の
午
前
、
時
弛

Ｉ
参
照
）
を
除
く
毎
日
、
午
前
、
分
か
ら
正
午
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
に
、
直
接
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Ｏ

熱
岬
岬
岬
岬
岬
癖
認
知
砿
吋

座
受
飢
個
個
４
個
。
惟
蹴
咽
州
洲
詞

端
斬
８
４
４
２
４
す
卜
、
、
方
時
い

で
ス
は
は
る
座
て

恥
脇
碗
幟
呼
癖
誹
辨
辮
荊
。
剖
礎
錦
榊

詐
請
叶
鶏
蔚
濾
や
伽
鵬
鐸
や
一
認
や
艀
霊
幻

粥
※

、
月
訓
日
、
第
５
回
手
賀
沼
エ

コ
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

晩
秋
の
手
賀
沼
湖
畔
約
コ
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
走
る
こ
の
大
会
は
、

今
年
か
ら
大
会
名
に
エ
コ
ロ
ジ
ー

の
三
三
を
加
え
、
先
導
車
に

電
気
自
動
車
を
使
用
し
た
り
、
選

ン
テ
ィ
ア
説
明
会
参
加
希
望
」
、

参
加
希
望
日
を
明
記
し
、
開
催
日

の
５
日
前
ま
で
に
〒
２
６
０
１
８

５
０
９
千
乗
市
中
央
区
千
葉
港
４

の
１
日
本
赤
十
字
社
千
葉
県
支
部

救
護
福
祉
課
云
０
４
３
（
２
４
１
）

７
５
３
１
、
フ
ァ
ク
ス
０
４
３

（
２
４
８
）
６
８
１
２
へ

⑰
Ｓ
ｚ
ｚ
人
が
力
走
ｒ

－

手
賀
沼
工
コ
マ
ラ
ソ
ン

あ
び

↓
↑

あ
れ

手
の
参
加
料
の
一
部
を
手
賀
沼

浄
化
資
金
に
充
て
る
な
ど
、
手

賀
沼
の
美
し
い
自
然
を
よ
み
が

え
ら
せ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
ま
す
。

当
日
は
、
曇
天
で
気
温
も
上

が
ら
ず
、
マ
ラ
ソ
ン
に
は
、
絶

好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
。
王
剛

、
時
、
大
会
会
長
の
福
嶋
市
長

の
号
砲
を
合
図
に
、
全
国
か
ら

集
ま
っ
た
６
８
２
２
人
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

コ
ー
ス
脇
で
は
、
河
童
太
鼓

や
県
立
我
孫
子
高
校
の
吹
奏
楽

部
の
演
奏
が
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
ざ

ん
を
後
押
し
。
沿
道
付
近
に
住

ん
で
い
る
方
々
か
ら
も
、
大
き

な
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

▽
展
示
期
間
廻
月
４
日
（
土
）
か

ら
四
日
（
且
午
前
、
時
か
ら
午
後

４
時
如
分
（
月
峨
日
を
除
く
）

▼
場
所
下
総
町
多
目
的
ホ
ー
ル

（
Ｊ
Ｒ
成
田
線
滑
川
駅
徒
歩
喧
分
．

舅
菫
な
書
画
工
芸
詔
点
を
展
示

中央学院大学総合科学研究所
シンポジウム↓

』

県
移
動
美
術
館

れ
海洋をめぐる新しい安全保障概念

Ｔ
Ｉ
Ｊ
ラ
ベ
ン
ダ
ー
と
一
緒
に
心
も
育
て
た
い

海
洋
問
題
の
研
究
者
を
招
い
て

海
の
安
全
保
障
の
あ
り
方
と
人
類

の
未
来
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

▼
日
時
ｎ
月
幻
日
（
土
）
午
後
１

時
か
ら
４
時
“
分

▼
場
所
中
央
学
院
大
学
犯
周
年

記
念
館

▼
内
容

＊
海
洋
と
私
た
ち
の
距
離
・
・
大
村

芳
昭
（
中
央
学
院
大
学
法
学
部
専

任
誰
師
）

＊
シ
ー
パ
ワ
ー
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ

か
ず
み
ね

フ
ト
．
：
秋
元
一
峰
（
防
衛
研
究
所

フ
レ
ン
ド
リ
ー
パ
ー
ク
下
総
内
）

ら
か
ら

▼
展
示
作
品
＊
滝
：
・
関
主
税

ざ
ょ
ふ
ち
ゆ
？

（
日
本
画
）
＊
漁
婦
…
浅
井
忠
・

眠
る
人
…
ク
ー
ル
ベ
（
洋
画
）

か
い
い

＊
湖
岸
・
・
・
東
山
魁
爽
（
版
画
）

「
わ
あ
、
い
い
に
お
い
だ
ね
」

、
月
幻
日
、
市
内
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
利
用
者
の
方

方
に
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
に
お
い

袋
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
き
れ
ま
し
た
。

こ
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
は
、
つ
く

し
野
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の
皆

さ
ん
が
、
西
部
福
祉
セ
ン
タ
ー

あ
び

つ
く
し
野
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

↓
↑

あ
れ

花
が
咲
い
た
喜
び
は
ひ
と
し
お
」

と
担
当
ス
タ
ッ
フ
。
３
年
前
に
福

祉
の
勉
弦
会
か
ら
始
ま
っ
た
活
動

も
、
現
在
は
病
院
の
デ
イ
ケ
ア
や

障
害
児
リ
ハ
ビ
リ
、
防
災
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
、
諏
人
の
会
員
が

多
方
面
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

「
土
い
じ
り
は
心
身
面
に
と

て
も
有
効
な
の
で
、
障
害
を
持

っ
た
方
々
と
一
緒
に
作
業
が
で

き
れ
ば
」
と
代
表
の
水
島
ざ
ん

は
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

会
貝
を
募
集
中
。
興
味
の
あ

る
方
は
、
水
鳥
ざ
ん
宮
芭
２

４
７
９
へ
。

の
薬
草
園
で
育
て
た
も
の
。
苦
労

も
多
く
、
「
雑
草
と
の
〃
仁
義
な

き
た
た
か
い
〃
の
日
々
を
思
う
と
、

主
任
研
究
官
）

＊
新
し
い
海
洋
安
全
保
障
概
念

オ
ー
シ
ヤ
ン
・
ピ
ー
ス
・
キ
ーｆ

ピ
ン
グ
（
Ｏ
Ｐ
Ｋ
）
：
高
井
晋

（
防
術
柵
究
所
第
一
研
究
部
鏥

二
研
究
室
長
）

▽
入
場
料
無
料

※
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
に
懇

親
会
を
開
催
（
参
加
饗
無
料
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

通
話
で
皿
月
空
日
（
月
）
ま
で
に

中
央
学
院
大
学
総
合
科
学
研
究

所
覗
務
課
愛
邑
６
５
２
２
へ

ぼ
っ
き
ょ
き
し
ゆ
う

＊
卜
居
…
浅
見
喜
舟
響
）
＊
手
・

高
村
光
太
郎
（
彫
刻
）
ほ
か

▽
入
場
料
無
料

▽
問
い
合
わ
せ
下
総
町
教
育
委

員
会
壷
０
４
７
６
死
）
０
０
６
４

↓
↑

れ

－ －－
－
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忘れずに納めましょう鶚20回柵子制‐ﾌﾝ卓漱会第4回秋の寿まつljちや

急
む
夢
か
香

却
歩
蠅
夢

き
木

すず

(布佐酉町鈴
1歳2カ月）

惨日時11月27日(土)午前10時か

ら午後2時（雨天実施）

’場所成田信用金庫我孫子支店

駐車場

し内容地元商工業者によるフリ

ーパザール

レ問い合わせ寿商店会渡辺壷

(82)0810

惨日時・場所12月19日(日)午前

9時受付、市民体育館

惨種目一般男女別シングルス・

ダブルス

レ参加費いずれも1人600円

し申し込み・問い合わせハガキ

に（ダブルスは2人の）住所、氏

名、電話番号、団体名、大会名、

種目を明記し、12月3日（金・必

着）までに白山2の8の28中村明

彦盃(82)2701へ

1

｜
’ ちやん(左）

今月の休館日ｐ
ｒ
ｒ
ｋ
画
吉
田

Ｉ

まえゆう

前柚
布佐・1

か

花ちゃん
歳2カ月）（

少日時11月20日(土)正午から午

後5時、21日(日)午前9時から午

後4時（入場無料）

，内容各種作品展示、体験コー

ナー（体験コーナーは21日のみ）

惨場所・問い合わせ天王台北近

隣センター壷(82)9988

※車での来場はご遠慮ください

ノ

|，園|固圖囮
親子
彫全

ふ
に

れあい教
チ ヤ レン

壹
宝
ン ’ 第13回絵 画 展

し日時11月20B(±)から24B

(水)午前10時から午後7時(24B

は午後3時30分まで）

し場所市民プラザ（入場無料）

し内容油彩、水彩、水墨、日本

画、版画、アクリル、パステル、

彫刻など、市民の作品約320点

し問い合わせ鈴木公(82)0900

親子で立体的に図案を描き、銅

板を使って、世界にひとつしかな

いすてきな壁掛けを作りましょう。

し日時12月12日(日)午前10時か

ら午後3時

し場所湖北地区公民館

，対象。定員小中学 生とその

保護者、先着15組

惨参加費1人500円

し講師荻野紀子（工和会会員）

し申し込み。問い合わ せ ハ ガ キ

に参加者の住所、氏名、学年、電

話番号、「彫金参加希望」と明記

し、我孫子1684教育委員会社会教

育課青少年係容(85)1151へ

’■ 定例教育委員会

し曰時・場所11月25日(木)午後

1時30分、水道局4階会議室

,問い合わせ教育委員会総務課

公(85)1151

天王台北地区まちづくり協議会
「お正月飾り＆手芸講習」 ’

伝曰時12月20B(月)午前10時

から午後4時

し内容①玄関飾り②モザイクア

ート

し講師荻野紀子

し定員①②各先着15人

し参加費①②各1500円

し 持 参 昼 食

し申し込み11月30B(JL)までに

天王台北近隣センター窓口ノート

に記入。なお、講習に必要なもの

は申し込み時にお尋ねください。

し場所・問い合わせ天王台北近

隣センター壷(82)9988

畷哩|唾國’予防しようインフルエンザ
，日時。場所11月27日(±)午前

10時から正午、湖北地区公民館

，内容あやとりみたいに作れる

｢ゆび編みマフラー」

し対象・定員小学生以上の方、

先着20人

し参加費1000円（毛糸代・当日

持参）

，申し込み。問い合わせ電話で

湖北地区公民館壷(88)4433へ

’
インフルエンザは普通のカゼと

は違い感染力が強く、短期間で爆

発的に流行するのが特徴です。

，予防方法①うがいと手洗いを

小まめにする②人込みを避ける

③十分な休養・栄養をとり、疲れ

や睡眠不足を残さない④室内の

換気を定期的に行い、適度な湿度

を保つ

陰予防接種予防の有効な手段と

してワクチン接種があり、完全に

予防することは難しいですが、症

状を軽くすることはできます。

流行の1カ月くらい前の、11月

から12月の間に接種すると効果的

です。

い問い合わせ保健センター念

(87)1131

市営住宅入居者

し募集住宅東我孫子A(3DK)

3戸、根古屋<中峠>(3DK)

1戸、日秀(3K)4戸、北原

く新木野2丁目>(2DK)1戸

し申込期限11月22日（月）

※応募資格、家賃等、詳しくは施

設建設課容(85)1111内線529へ

’
手話サークルてがの会
「20周年記念講演会」 ’

陰日時11月28日(日)午後1時か

ら5時（参加費無料）

し場所市民会館

し内容講演｢聴覚障害者の人権」
あきら

講師…永井哲（全国聴覚障害者連

絡会議事務局長）パネルディス

カッション･･･福嶋浩彦市長ほか

惨問い合わせ山田云(84)5648

’親子で太巻きずしつくり
(学校週5日制関連行事） ガールスカウト隊員

’ ’
似1日体験入団と説明会日時・場

所11月23日(祝)午前10時30分か

ら午後2時、根戸近隣センター

レ対象平成12年4月1日現在で

満5歳から17歳までの女子

修内容追跡ハイクなど

，申し込み・問い合わせハガキ

またはファクスに住所、氏名、生

年月日、電話番号を明記し、11月

21日(日)までに白山3の8の5の

204北嶋扶美子盆(84)4531(ファ

クス兼用）へ

，日時。場所11月27日(±)午前

10時から正午、中央公民館

し対象。定員小学生とその保護

者、先着18組

，内容房総の郷土料理花ずし

，参加費1組700円（材料費）

し持参エプロン、三角きん、ふ

きん、手ふきタオル、上履き、タ

ツパーなどの容器（持ち帰り用）

し申し込み。問い合わせ電話で

中央公民館垂(82)0515へ

第7回獅子つくし雛騰つlj

し日時11月28日(日)午前10時か

ら午後3時（入場無料）

し内容講演「介護保険導入後の

医療と福祉の変化について」講

師…佐々木順子（茨城県立医療大

学教授）講演「介護保険と地域

医療のかかわり」講師岡田邦

博（同院副院長）、フェイススト
まき

レッチング担当…松本真紀（同

院言語聴覚士）、無料骨密度測定

(40歳以上の女性対象・午前9時

30分より先着順に受付)、無料健

康診断、在宅リハビリ・健康相談

ガレージセール、軽食コーナー他

，場所・問い合わせ我孫子つく

し野病院公(84)2211

’l

lI
｢岡発戸｡都部の谷津を愛する会」
設立総会°講演会

，日時11月21日(日)午後1時30

分（入場無料）

し場所湖北台近隣センター

,内容講演「カエルをはぐくむ
まさ

谷津田の働き」講師･長谷川雅
み

美（理学博士）

し問い合わせ鈴木壷(88)1870

’ ’献血にご協力を

，日時・場所11月30日(火)午前

9時30分から11時45分午後1時

から4時、市役所本庁1階ロビー

’問い合わせ生活支援課容(85）

1111内線377

’

1 ’1日マイカー点検教室
｜
I

ボーイスカウト隊員
’
平和台病院第11回健康まつり
～医療と介護～

し日時12月3日(金)午前10時か

ら午後3時（参加費無料）

し場所中央公民館

し内容自動車の仕組み、故障時

の対応などの学科、実習

し対象。定員市内在住で運転免

許証をお持ちの方、先着40人

，申し込み。問い合わせ電話で

中央公民館盆(82)0515'､

瞬性鋤づくりのﾋﾝﾄ｣’

ボーイスカウト活動は野外で遊

ぶことを基本に、さまざまな体験

をとおして将来社会に役立つ子ど

もを育てます。

し対象幼稚園年長から高校生ま

での男女（いつでも入れます）

し活動日小学生･･月2回程度、

日曜日半日、中学生以上はプログ

ラムにより異なります

※詳細は、電話またはファクスで

谷盆(82)9016(ファクス兼用）へ

年末調整説明会
青色決算・消費税説明会’侈曰時11月28日(日)午前10時

から午後4時（入場無料）

し場所布佐南近隣センター

，内容講演「治るボケ、治らな

いボケ」講師･･阿部俊昭（東京

慈恵会医科大学脳外科教授）、講

演「肩こりの予防」講師一伊藤

達雄（東京女子医科大学整形外科

教授）、お薬相談、介護の実演、

介護食の作り方実演、薬の常識〃

非常識クイズほか

,問い合わせ平和台病院念(89）

1111

1憲蕊髻糊嘉蜜
修日時。場所11月21日(日)午前

9時30分から午後2時、県立養護

学校「流山高等学園」（柏駅西口

3番バス停から「免許センター」

行きパス、同学園前バス停下車）

し内容生徒が職業実習で作った

農作物、植物の苗、トートバッグ

などの縫製品、手織り製品、染め

物などの手芸製品、皿・花びんな

どの陶磁器、木製プランターなど

の木工製品の販売

し問い合わせ県立養護学校「流

山高等学園」壷(48)0200

◎年末調整説明会

し日時・場所11月24日(水)午

後1時30分から、市民会館

し問い合わせ柏税務署法人課税

第2部門狂(46)2321内線384

．青色決算・消費税等説明会

惨日時・場所12月7日(火)午後

1時30分から、市民会館

し問い合わせ同個人課税第1部

門容(46)2321内線326

家事家計講習会

し曰時・場所11月20B(±)…湖

北台近隣センター26日(金)…中

央公民館、いずれも午前10時から

正午

し参加費400円

※託児あり（要予約、軽食付きで

200円）

し託児申し込み・問い合わせ電

話で山口壷(85)0168'､

性盲伽づくりのﾋ゚ ﾝh

，日時11月28日(日)午前10時か

ら正午（参加費無料）

し場所中央学院大学
Dとし

し講師加藤仁（ノンフィクショ

ン作家）

し対象ボランティア活動に興味

のある方

し問い合わせボランティアセン

ター壷(85)5233

氣と健康の会会員
日弁連50周年記念
県弁護士会無料法律相談会伝日時・場所11月24日(水)午後

2時から4時、つくし野アビコビ

レジ集会室(以降月3回開催予定）

し会費月額3000円(入会金2000

円）

し持参トレーナー、タオル

し申し込み・問い合わせ電話で

内藤公(84)8330'R

圖図圃園，

県立養護学校流山高
職業実習作品販

伝日時・場所11月20B(±)午後

1時から4時、千葉県弁護士会館

(千葉市中央区）〈費用無料＞

惨申し込み．問い合わせ電話で

千葉県弁護士会盆043(227)8954へ

◎公共施設利用の継続的な活動は、

優先的に場所が確保されているも

のではありません。

’視覚障害者から見た
｢介護保険」学習会

し日時・場所11月28日(日)午前

10時から午後4時、市川市総合福

祉センター(JR市川駅南口に10

時までガイドボランティアが待機）

し内容講演「障害者から見た介

護保険」講師…日比野清（佐野

国際情報短期大学助教授）、福祉

機器の展示、交流会

し参加費500円(昼食は持参を）

惨申し込み当日直接会場へ

し問い合わせ福祉情報センター
こん

金、中島盆047(336)5112

市長杯争奪囲碁大会

b日時・場所12月5日(日)午前

9時、中央公民館

b競技方法スイス方式5クラス

仁参加資格市内在住、在勤、在

学の方

し参加費2000円（昼食代含む）

し申し込み当日会場へ

し問い合わせ山口壷(88)1418

|ﾝｻービｽ|副85)1313
日11m当稀医・1週間の行事

’個人事業税の納付|錨早めに
|ﾃﾚﾎﾝｻーｽ|冠(87)11411

第2期分個人事業税の納期限は

11月30B(JAL)です。

似問い合わせ柏県税事務所盃

(47)1231

’ 夜llil当番医I

この広報紙は再生紙を使用しています

項目

国民年金(払込期限）

国民健康保険税第6期

水道料金

下水道受益者負担金第3期

納期限
(口座振替日）

30(火）

30(火）

25(木）

30(火）

市 民図書館

I峡･洲馳舩賊

鳥の博物館

市 民 プ ラ ザ

市民会館

”脇･醐融ｾﾝﾀー

市 民 体 育 館

ふれあい工房

22(月)､29(月）

22(月)､23(祝)､29(月）

22(月)､24(水)､29(月）

18(木）

22(月)､29(月）

16(火)､22(月)､23(祝）
29(月)､30(火）

29(月）

22(月)､29(月）

天王台北地区員
まちづくり協議会。 祭

こども手編み教室
『学駮週5目制関連行事〕

ﾃﾚﾎﾝｻー ｽ

ﾃﾚﾎﾝガイド面185)5m

ファクスガイド 冠(83)6000


